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○議長（中島清晴君） 休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

 次に、３番 松岡恒雄議員。 

     〔３番 松岡恒雄君登壇〕 

 

◆３番（松岡恒雄君） 皆様、こんにちは。大変お疲れさまでございます。本日、本定例会の一般質問の最後を

務めさせていただきます公明党の松岡恒雄でございます。この夏、８月より、松阪市議会のお仲間入りをさせて

いただくことができました。先輩議員の皆様、そして山中市長を初め執行部の皆様、大変お世話になりますが、

どうぞよろしくお願いを申し上げます。公明党の掲げる１人の人の命を守る政治を目指して、大衆とともにの精

神を常に堅持し、一生懸命頑張ってまいります。初めての一般質問で大変緊張いたしておりまして、お聞き苦し

い点が多々あると思いますが、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 議長のお許しをいただきましたので、さきの通告に従いまして、一問一答方式で質問をさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、１番目の松阪市の防災対策、津波避難施設の取り組みについてお伺いをいたします。 

 ことしもあっという間に師走を迎えた感がございますが、手帳をたぐり、暦を見返してみますと、確かに一日

一日と積み重ね、１年という時を生きてきたことがよみがえってきまして、一日の重みというものを実感する次

第でございます。 

 １２月４日、あの東日本大震災から数えて１０００日となりました。大切な人、大切なまちを失った悲しみが

リセットされることはないと思います。また、させてもならないと思います。震災からの復興、これは政治の責

任であって、何としても一日一日確実に進めていかなければならないと思います。 

 １０００日目のちょうど１２月４日、公明党の防災・減災ニューディール政策を具体化する強くしなやかな国

民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土強靱化基本法が成立いたしました。この防災・減災基本法

は、大規模災害に備える防災・減災対策を強化し、人命を最大限に守り、社会経済活動に及ぼす致命的な被害を

防ぐのが目的でございます。東日本大震災を初め、昨年１２月に発生した中央道笹子トンネルの天井板落下事故

の教訓を踏まえ、公明党の考え方が反映されております。 

 この法律の成立を受け、政府は首相を本部長とする推進本部を立ち上げ、来年５月に基本計画を決定する見通

しとのことでございます。今後、全国各地で道路、橋、水道管、堤防、そして避難施設等の総点検がされてくる

と思いますが、松阪市の取り組み状況について、市民の皆様の関心の高い津波避難施設を中心に教えていただけ

ないでしょうか。 

 まずここで、よろしくお願いします。 

 

◎生活部長（川口日出一君） それでは、議員御質問の津波避難施設の取り組みというか、そのような状況はど

ういうことなのかということでございます。 

 議員御承知のとおりでございますけれども、本市におけます津波対策の一つといたしまして、民間等の堅固な

中高層建物を一時的な避難のための施設として利用いたします津波一時避難ビルの指定といった取り組みを行

っているところでございます。津波一時避難ビルは、津波による被害が想定される地域の中でも、やむを得ず適

用される緊急的、一時的な避難施設でございまして、現在沿岸部の小中学校を含めまして、３２の施設の指定を

しておるというふうなところでございます。津波から命を守る可能性の高い手段といたしまして、地域内に少し

でも多くの施設を確保することが重要であるというふうに考えております。施設の敷地内に看板を設置するなど、

沿岸地域住民のみならず、施設利用者、または施設付近の通行車両に対しまして、津波一時避難ビルであること



を周知しておるところでもございます。 

 津波一時避難ビルの指定協定の取り組みにつきましては、高齢者等の災害時要援護者等が逃げおくれた場合を

想定いたしまして、津波浸水想定区域内に高台のかわりとなります施設の確保が必要であると考えておりますの

で、地域におけるさまざまな情報を収集しながら、１カ所でも多く民間事業者等の御協力を賜りながら、津波緊

急一時避難施設を指定してまいりたいというふうに考えておるところでもございます。 

 また、議員御承知のことと存じますが、松阪市沿岸の海岸堤防の整備状況でございますけれども、国土交通省

が高潮対策といたしまして、平成４年から平成２４年にかけまして地盤改良を行い、東京湾平均海水面を基準と

いたしました堤防高６メートルの新堤防が既に完成をしておるという状況でもございます。さらに、三雲地内の

国道２３号上の２カ所に中勢バイパスの築堤に、津波避難施設といたしまして階段を設置して、高台の確保を図

っていただいておりますことを申し添えておきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） 御丁寧な御答弁、ありがとうございます。今回は津波避難施設ということでまたお聞き

をしていきたいと思います。 

 松阪市議会のお仲間とさせていただきまして、私は一般質問にどのように取り組むのか、大変に悩みました。

山中市長は、市政に対する所信の中で、いのちと痛みを最優先にさせていただく、当たり前にいのちが守られる、

当たり前に痛みのある方に対してサポートしていく、そして一番痛みが大きい方が本当に幸せになれるまちづく

りというものが松阪市の原点であると言われております。この視点を私も忘れずに、是々非々の立場で一般質問

をさせていただこうと考えてまいりました。よろしくお願いします。 

 また、防災に関しましての質問も、堀端脩議員や中村良子議員、松田千代議員、昨年度も川口保議員がされて

おりまして、過去におきましても諸先輩方がされておると承知してございますが、地域の皆様とお話をする中で、

特に松阪市の沿岸地域にお住まいの皆様からいただくお声の中で一番多い御意見が津波避難対策の施設、場所、

これが本当に少ないという御意見でございました。 

 今後３０年以内に南海トラフ巨大地震の発生が予想される中、防災に関する基本的な考え方としての自助・共

助・公助の考え方は、皆さん、もちろんお持ちになっておられます。また、松阪市の行政の皆様のお力で、防災

に関する関心、意識も強くなっておられます。私が地域の方とお話をしたときに、最大震度が７なんだね、最大

津波が７メートルなんだね、最短の津波の到着時間が６０分ぐらいかね、そして最大津波高の到達時間が１３０

分ぐらいかかるんだね、そういう形のお話をすることがありまして、また松阪市は他の近隣の市と状況が異なっ

ておりまして、松阪市は幸いなのかもしれませんけれども、時間的に余裕があることも理解をされておりました。 

 そういう地域の皆様とお話をさせていただく中で、いつ地震が起こってもおかしくない状況のもと、夜中であ

ったり、早朝であったり、高齢者の方であったり、障害者の方であったり、小さいお子さんであったり等々と、

津波避難に対しての危惧と申しますか、大変不安な思い、心配をされている方が非常に多かった、こういうふう

に思っております。 

 書画カメラをお願いできますでしょうか。津波ハザードマップをお持ちいたしました。皆様よく御存じだと思

いますが、やはり沿岸地域についての避難場所が少ないのではないでしょうか。特に浸水の想定される水深の２．

０から３．０メートルの地域、青とピンクのこの辺の地域ですかね。前回も議会の報告会がございまして、私、

東黒部のほうの報告に参加させていただいたんですけれども、割と本当に東黒部の地域の方たちは不安視されて

おりました。 

 南海トラフ巨大地震で被害を受けるおそれがある地域の防災対策を強化する南海トラフ地震対策特別措置法

が本年１１月２２日の参議院本会議において、全会一致で可決成立されました。南海トラフ地震対策特別措置法

では、津波で浸水が予想される東海から九州地方の太平洋沿岸部を国が津波避難対策特別強化地域に指定しまし

て、各自治体が津波避難タワーや津波避難通路、階段等を整備する場合、事業費の３分の２を補助するというも



のでございます。この法律を受けまして、過去の議事録での回答も勉強させてもらったんですけれども、津波タ

ワーとかそういうものに関して検証なり研究されていくということだったんですけれども、松阪市の津波避難タ

ワーへの取り組みについて教えていただけないでしょうか、よろしくお願いいたします。 

 

◎生活部長（川口日出一君） 松阪市の津波避難タワーに対する取り組みという御質問をいただきました。 

 議員おっしゃるとおり、南海トラフ地震対策特別措置法が本年１１月２２日の参議院本会議で全会一致で可決

成立したということでございます。この特措法でございますけれども、大きな津波被害が予想されます東海から

九州地方の太平洋沿岸部を津波避難対策特別強化地域に指定し、地域の市町が実施する高台移転に関する現行制

度の強化対策を中心に、避難タワーや避難路の整備といった対策の計画をまとめ、国が事業費の３分の２を補助

するというもので、政府は年内にも法を施行させる方針でございます。強化地域は、来年３月までに決定の予定

でありまして、想定される津波高、浸水面積などをもとに選定し、関係の都道府県知事らの意見を聞いた上で、

閣僚や有識者らで構成する中央防災会議に諮って、最終決定をすると伺っているところでございます。今後は、

この特措法で特別強化地域に本市が指定されるかどうかにつきましては、不確実ではございますが、国の動向や

県からの情報を注視してまいりたいと考えておるところでございます。 

 議員、先ほどの御質問の津波避難タワーに対する取り組みについてでございますけれども、議員からも地域の

方が最大震度、最大津波高、到達時間についても御承知いただいているとの御紹介もいただきました。この津波

避難タワーなどにつきましては、外海に面した市町や、平成２５年度から市内７地区に津波避難タワーや盛り土

の津波施設を整備する方針としております伊勢市などにつきましては、避難に要する時間に全く余裕がない、ま

たは比較的余裕がないといった地域で、また津市の香良洲町などでは地震により橋が落ちれば、町自体が孤立し

てしまうなど、避難したくても避難できない状況の場合などが想定される市町におきましては、有効な避難対策

であるとも考えております。 

 本市は、他市とは状況が異なりまして、外海に面した市町や伊勢市などと比べますと時間的余裕があると考え

られますが、逃げおくれた場合を想定いたしますと、津波浸水の想定区域内に高台のかわりとなる施設の確保は

必要であるとも考えております。現時点におきましては、避難行動の徹底という観点に主眼を置きつつ、高台施

設の建設につきましては浸水が想定される区域内において避難ビル等の確保が困難で、なおかつ、集落の地形、

人口規模や要援護者の居住割合なども考慮し、建設の是非について引き続き研究してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） ありがとうございました。もう一度書画カメラ、よろしいでしょうか。さっきもお話を

しましたように、やっぱりこの地域に避難施設が少ないものですから、この辺ですね、ですから、逃げるという

のは一番大切だということはわかるんですけれども、御検討のほう、よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、静岡県吉田町では、東日本大震災を受け、津波から身を守るための津波避難タワー１５基の整備

を進めており、このうち歩道橋型が合計６基とのことでございます。 

 また書画カメラをお願いできますでしょうか。こちらがその写真でございまして、公道をまたいで建設するこ

とで、用地取得の手間や費用が抑えられ、平常時も地域の皆さんが利用できる利点がございます。本年９月に完

成した歩道橋型タワーは、津波の想定浸水深３．７メートルに対し、高さ６．５メートルです。延べ面積６２８

平方メートルで、１２００名を収容することができます。今回、この歩道橋型タワーを御提案させていただきた

いと思います。御所見をお聞かせ願えませんでしょうか、よろしくお願いいたします。 

 

◎生活部長（川口日出一君） 議員から御紹介いただきました静岡県吉田町の歩道橋型の津波タワーについてで

ございますけれども、まず吉田町につきましては、駿河湾に面しておりまして、太平洋側に近い町でございます



けれども、南海トラフの巨大地震の被害想定でございますが、この町の想定につきましては、最大津波高が９メ

ートル、最短津波到達時間は設定潮位から１メートル上昇するまでに要する時間は４分でございます。３メート

ルから５メートルに上昇するのに６分で到達する想定になっておるところでございます。海抜が低い地域で津波

到達時間が短く、高台等への避難する時間的な余裕がない地域であり、このような地域には一時的な津波避難施

設としては有効であると考えておるところでございます。本市では、昨年８月の南海トラフ巨大地震被害想定の

中では、最短津波到達時間は設定潮位から１メートル上昇するのに要する時間は６３分でございます。３メート

ルの場合は１３０分で、先ほども申し上げておりますけれども、外海の市町とは異なり、時間的余裕があり、地

域での避難訓練の推進や迅速な情報伝達により、自主的な避難行動がとれると考えておるところでございます。 

 今後も継続して民間事業者等の御協力をいただきながら、１カ所でも多くの津波一時避難施設を指定していく

ことに努めまして、住民一人一人が迅速かつ主体的に避難行動がとれるよう、地域と行政が一体となった取り組

みを強化してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） ありがとうございます。松阪におきましては内海ということで、とにかく逃げろという

ことを本当に皆さんが意識を持って行動できるようにしていく、これが大事でありますけれども、ぜひともこう

いう前向きな取り組みも考えていただいて、これからの津波避難施設への取り組みを検討していただくように、

よろしくお願いを申し上げます。 

 では、続きまして２番目の松阪市民の健康対策、健康マイレージ事業の取り組みについてお伺いをいたします。 

 ２０１２年度、日本の医療費の総額は４０．６兆円であり、２０１５年度には４５．７兆円となり、１２年後

の２０２５年度には約１．５倍の６１兆円を超えるとの推計がなされております。医療費は、急速な高齢化や医

療の高度化によって、今後ＧＤＰ国民総生産の伸びを大きく上回って増大してまいりますことが予想されており

ます。これに伴いまして、保険料、公費など、また自己負担の規模、こういったものがＧＤＰの伸びを大きく上

回って増大する見込みとなってございます。このような状況を少しでも抑制、改善していくたために、市民の皆

様が健康で長生きしていただくことが最も大事となってまいります。そのための施策として、健康マイレージ事

業による日々の健康づくりの推進について、御提案をさせていただきます。 

 健康マイレージ事業とは、簡単に申し上げますと、市民の方々が健康診断の受診やスポーツ活動への参加等に

よりまして、ポイント等をためて特典を利用することができるといった取り組みでございます。市民の方々の健

康診断の受診率を上げ、健康づくりに励むことで医療費や介護費の抑制につながるだけではなくて、地域コミュ

ニティや地域経済の活性化等、こういったことにつながることが期待できるユニークな施策となってございます。 

 先進市の事例を少し御紹介させていただこうと思います。日本一健康文化都市を掲げる静岡県袋井市では、健

康づくり活動をポイント換算して、公共施設利用券と交換できる健康マイレージ事業を平成１９年度から先駆け

て実施されております。また、この事例なんですけれども、先進的なそういうことで、健康日本２１すこやか生

活習慣国民運動にも紹介されてございます。日々の健康づくりのための運動、食事、ウオーキングなどの実践状

況をポイント化して、このためたポイントを幼稚園、保育園、小学校、中学校等への寄附に使うことができたり、

また公共施設の利用券、民間のサービス券、これはいろいろ例があるみたいなんですけれども、そういったもの

に交換することができるということでございます。健康づくりに取り組むことで、人もまちも元気にでき、社会

貢献もできる制度となってございます。 

 また、政令市の中でも最も高齢化率が高いと言われております北九州市、平成２３年３月現在で高齢化率が２

５％ということでございますが、この北九州市では、平成２１年に政令市で初めて健康マイレージ事業を導入し

ております。４０歳以上の市民の方が、市が認めた運動教室、健康関連のイベントに参加したり、健康診断を受

診したりすると、いろんな景品と交換できるポイントシステムを実施されているとのことでございました。 

 また、さらに静岡県では、県内の市町の実施する健康マイレージ事業の支援を行っておられまして、その内容



といたしましても、静岡県で利用できる共通の健康イキイキカードというものをつくりまして、そのカードの提

示によって、協力店で一定のサービスが与えられると。そして、この健康イキイキカード協力店の協力要請だと

か、市町村に先進的健康づくり事業の情報提供も行っていると伺いました。また、静岡県では県が支援いたして

おりますため、この健康マイレージ事業に取り組む自治体がかなり多いようでございます。 

 将来の超高齢化社会を見据えた施策の一つとして、健康診断受診率の向上、また健康づくりの活動等により、

健康長寿で医療費抑制につながるこの健康マイレージ事業を本市におきましても地域の、松阪の特性を踏まえま

して取り組みが可能かどうか、お考えをお聞かせください。よろしくお願いいたします。 

 

◎保健部長（小阪久実子君） 松岡議員から、健康マイレージ事業の取り組みについて、他市の事例を御紹介い

ただき、松阪市でも取り組みができないかという御提案をいただきました。健康マイレージ事業は、市民が日ご

ろの健康づくり活動でポイントをためると特典を利用することができる取り組みでございますが、まず現在松阪

市が行っております健康づくり事業から御説明申し上げます。 

 松阪市におきましては、平成２４年３月に策定いたしました松阪市健康づくり計画に基づきまして、重点目標

でありますもっと歩こう、健診を受けよう、野菜を食べよう、この３つの目標を掲げて、積極的に取り組んでお

るところでございます。 

 もっと歩こうの推進におきましては、ウオーキングイベントの開催やウオーキングサポーターを養成いたしま

して、周囲の人や地域でウオーキングに誘ったり、身近な住民協議会でウオーキングイベントを開催いただける

ような支援を行ってきております。 

 健診を受けようにおきましては、店舗や保育園、幼稚園での啓発とともに、託児つき健診や土日健診の実施な

ど、受診しやすい体制整備を強化しているところでございます。中でも健康づくりお誘い隊というのを養成して

いるんですけれども、この養成は健診の必要性について学んでいただいて、地域で健診の大切さを声かけできる

サポーターを養成しているということでございます。また、今年度から新しく開始しましたマンモ一緒に受けよ

うキャンペーンというのがございますけれども、これはマイレージポイントではございませんけれども、受診率

が伸び悩んでおります乳がん検診におきまして、３人以上誘って受診いただくことでペットボトルカバーやタオ

ルハンカチがもらえるようなキャンペーンを実施しているところでございます。 

 このほかにも、食生活改善推進員による健康料理教室など、野菜を食べようの推進、特定健診の受診率向上の

取り組みなど、生活習慣病の発症予防を初めとした健康課題を解決し、市民の健康寿命延伸のために健康増進事

業等のさまざまな取り組みを実施しているところでございます。 

 以上が松阪市で行っている健康づくり事業の内容でございますけれども、議員御提案の健康マイレージの導入

につきましては、今後の検討課題とさせていただきたいと考えております。健康マイレージ制度は、市民が自主

的に健康づくりに取り組むため、取り組む成果や達成感がわかりやすく、継続につながりやすい有効な手段の一

つであると思われます。議員が紹介された事例にもありましたように、やり方というのはさまざまでございます。

当制度の導入については市民、企業、各種団体等を巻き込んでの取り組みも大切かと思っておりますので、既に

導入されている自治体等の実施内容、費用対効果、課題などを把握いたしまして、今後調査研究をしてまいりた

いと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） 御丁寧な御答弁、ありがとうございました。 

 生活習慣病を予防し、健康寿命を延ばして、将来的な医療費の削減につなげるためには、働く若い世代への働

きかけも不可欠でございます。 

 袋井市の例に戻りますが、袋井市の地元企業への働きかけで、健康マイレージ事業に参加する企業もふえてい

るそうでございます。しかし、運動習慣のない若い世代をどう健康づくりに参加させていくかが今後の課題だと



いうことでございました。松阪市におきましては、先ほど御答弁いただきましたが、松阪市健康づくり計画に掲

げた３つの重点目標である、健診を受けよう、もっと歩こう、野菜を食べように沿った取り組みで、健診率は向

上されていると思いますが、ぜひ前向きな取り組みをよろしくお願い申し上げます。 

 市長、お考えをひとつ聞かせていただけませんでしょうか、よろしくお願いします。 

 

◎市長（山中光茂君） 松岡議員がおっしゃるとおり、健康づくりをすることによって医療費の削減や介護予防

につながる中で、非常に重要な事業だと思いまして、今回私も健康マイレージに取り組んでいる自治体の資料な

ども集めさせていただいて見せていただく中で、松阪市というのは今実際に先ほどの乳がん検診だったりとか、

さまざまなキャンペーンの中で景品を渡すという活動をしているんですけれども、健康マイレージという名前が

いいかどうかは別として、何かしら一くくりにして、こういう取り組みをしたらこういう商品がもらえますよと

か、こういう取り組みをしたらポイントがたまりますよとか、そういう取り組みを一度松阪市も、松岡議員の御

指摘も受けた中で改めて整理をさせていただいて、市民の方々のモチベーションが生まれるような事業をしっか

りと進めていき、健康マイレージ事業という名前も結構いい名前だなと思うんですけれども、市民の方々がわか

りやすく登録をして、健康に対してモチベーション意欲が湧くような事業というのを必ずしっかりと進めていき

たいなと思いますので、また御指導、よろしくお願い申し上げます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） ありがとうございました。マイレージ事業ということで、アンケートとか、そういうプ

ロジェクトチームなんかをもしつくったら、私も参加していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

 では、続きまして、３番目の動物愛護について、犬猫殺処分ゼロに向けての取り組みについてお伺いをいたし

ていきます。 

 動物愛護の問題に関しましても、過去に堀端脩議員や前川幸敏議員、また多くの先輩議員の方々が質問をされ

てございます。この問題も、地域の皆様とお話をする中で、何とか直してほしい、解決してほしいというお声の

多い、非常に関心の高い問題でございましたため、幾つかの質問をさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 犬や猫等、ペットとの暮らしは私たちの生活に溶け込み、少子高齢化に伴いまして、その傾向性はさらに増加

していくと思っております。また、動物を家族として受け入れた後の飼育放棄等は、動物愛護法に照らして、そ

の責任が大きく問われている次第であります。全国の自治体で引き取られる犬猫の数は減少傾向にあるとはいえ、

平成２３年度で年間２２万匹を超えております。本当にすごい数なんですけれども、その８割程度、約１７万匹

が殺処分されているとのことでございます。 

 犬猫の引き取られる理由の多くが、鳴き声をうるさいとか、かわいくなくなったとか、飼い主の側の身勝手と

思えるようなケースが後を絶ちませんが、犬猫を無計画に繁殖させてしまった末に引き取りを求める飼い主もい

るようでございます。 

 本年９月に、全ての生命尊厳の観点から、殺処分ゼロを目指す公明党の主張が数多く反映されました改正動物

愛護管理法が施行されました。改正動物愛護管理法では、自治体の目標として、殺処分がなくなることを目指し

ており、飼い主や動物取り扱い業者にも動物が命を終えるまで面倒を見る終生飼養の努力義務を課した上で、さ

まざまな対策を盛り込んでおり、自治体が相当の理由がなければ引き取りを拒否できるようになりまして、これ

からの各自治体の対応に注目が集まってございます。 

 本市松阪市におきましても、公益財団法人三重県動物愛護管理センターの管理責任のもと、環境課の職員の方

たちが一緒になって殺処分ゼロを目指して取り組まれていると存じますが、動物愛護に対するこれまでの具体的

な取り組みを、大きく成果を上げているところで結構でございますので、お聞かせください。よろしくお願いい

たします。 



 

◎市長（山中光茂君） まず、動物愛護におきましては、私自身もちょうど就任前からマニフェストの主要施策

にも上げさせていただく中で、基礎的自治体、市町の保健所がないところは動物愛護というのは市町の業務では

ないよという形が多いのと、実際県が今小動物愛護管理の公社などがありますけれども、そういう部分での施策

であるんですけれども、やはり松阪市としてもこれまでは行政組織や権限規則にも動物愛護ということは載って

いなかったんですけれども、今は総合計画のほうにもちょうど４年前から載せさせていただくとともに、行政組

織や権限規則の中にも動物愛護に関することというのもはっきりと位置づける中で、松阪市政としてもしっかり

と取り組むべきことと、国や県の権限と全く別の部分で行政としてできることはしっかりとやっていこうという

形で、動物愛護行政に取り組ませていただいてきたつもりでございます。 

 後ほど部長のほうから各具体的な施策については話をさせていただきますけれども、今回の改正動物愛護管理

法におきましても公明党の主張が通って、国のほうでも改正されてきたというのは非常に大きな成果であります

し、小さい命を当たり前に守れないような地域社会は、当然他者の痛みを、人に対する痛みも感じられない行政

組織やそういう体制になると思いますので、その意識の中で責任ある動物愛護行政というものを、命というもの

は動物も人も同じだという部分で、そういう違った立場の環境にある命に対して、温かい気持ちが持てるまちづ

くりの一つとして、動物愛護というものは松阪市行政としても今後もしっかりと意識を持って取り組むとともに、

本当にこの活動自体は動物愛護の団体であるとか、飼育されている方々の思いというのも非常に大事ですので、

その方々と連携していろんな事業に取り組ませていただきたいなと思っております。 

 

◎環境部長（磯田康一君） 動物愛護につきましては、先ほど議員もおっしゃいましたように、松田千代議員、

前川議員、堀端議員からもいろいろ質問をいただきまして、いろんな形の中で最近取り上げられる機会が多いと

いうことで、先ほど市長も答弁しましたけれども、ここ数年、松阪市の動物愛護への取り組みにつきましては、

随分変わったなということで、評価という言い方が自分でおかしいんですけれども、そういうふうなことも保健

所から言われているような状況でございまして、具体的な取り組みということでございますけれども、１つ目は

松阪市の独自の取り組み、もう一つは動物愛護団体との連携ということで御答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、松阪市独自の取り組みということでございますけれども、１点目といたしまして、犬猫の去勢避妊手術

費の補助制度を行っております。動物は去勢避妊をしないと頭数が増加するという可能性がございます。いつの

間にかたくさんの子どもが生まれるということになりますので、その繁殖を望まない場合におきましては去勢避

妊手術などで繁殖を制限するという措置をとっていただいておりますけれども、この手術費用を一部補助してい

るところでございます。 

 それから、２点目ですけれども、飼い主を明らかにするための取り組みとしまして、平成２２年度から毎年狂

犬病の予防接種集合接種時に鑑札とか注射済み票をつけようということでチラシ、ポスターなどを掲示したりし

て啓発をしておったり、当然環境課の窓口に来られるときにもそういうもので案内もしておるところでございま

す。 

 ３つ目につきましては、抑留犬の返還率の向上に向けた取り組みといたしまして、２１年度からは抑留となっ

た犬につきまして写真つきで広告をしたり、そのカラーコピーを各振興局や環境課内に掲示をしておるところで

ございます。さらに、市のホームページからはこの迷い犬の情報を閲覧できるように整備したりしておりまして、

少しでも広く市民に周知をして、１頭でも多く返還できるように取り組んでおるところでございます。 

 ４点目につきましては、獣医師会との連携強化でございまして、２１年１月１９日に大規模災害発生時におけ

る動物救護活動に関する協定というのを結びまして、それ以降、市の防災訓練などにおいて動物救護班としての

参加、あるいは動物愛護週間におけるペット相談の協力などをいただいておるところでございます。 

 ５点目といたしましては、保健所との連携ということで、常にいろんな取り組み、あるいはいろんな視点から



御指導いただきながら協力体制、そういうものを強化、連携に努めているところでございます。 

 それから、６点目でございますけれども、広報を通じて啓発活動の強化ということで、いろんな機会を捉まえ

まして、少し前の広報にも載せさせていただいておりますけれども、そういう広報等々への掲載など、さまざま

なそういう機会を捉まえて啓発活動を行っているというのが現状でございます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） ありがとうございました。公益財団法人三重県動物愛護管理センターの事業概要での収

容動物の保護管理業務のページで、平成２４年度保健所別資料の松阪保健所の欄を見てみたんですけれども、所

有者の判明しない犬の保護数が７７頭……。済みません、こういう細かい数字は聞いてもわからないですかね。

一応言っていきますね。犬の引き取り数が３４頭、猫の引き取り数が２０８頭、犬の負傷の保護が２頭、猫の負

傷の保護が２２匹となってございます。また、三重県動物愛護管理センターの三重県動物関係統計の資料のペー

ジですと、２４年度で犬の抑留数が１０１２頭、犬の処分数が４７４頭、猫の収容数が３０４０匹、猫の処分数

が２９７８匹となってございます。 

 松阪市のホームページで見ていたんですけれども、保健所管内の犬猫なんですけれども、年間８００匹を超え

る犬猫が市民の方から連絡があって保護されているということで、これらの犬や猫たちのほとんどが飼い主のも

とに戻れず、処分という悲しい運命をたどってしまっていますというふうに載っているんです。そこで、平成２

４年度の松阪保健所管内での犬猫の正確な処分数を教えていただきたいんですけれども、それはわかりませんか。 

 

◎環境部長（磯田康一君） 松阪保健所管内でございますけれども、殺処分数といたしましては、犬が４０匹、

猫が２２７匹で、合計で２６７件の殺処分数となっておりますけれども、これにつきましては前年度が３２１と

か、その前が３４４とか、若干減っているような状況でございます。 

 

◆３番（松岡恒雄君） ありがとうございました。ホームページで８００匹を超える犬猫ということで、数がち

ょっとわからなかったものですから、すごい数だなと思ったものですから、そこまでは行っていないということ

ですね、ありがとうございます。 

 さまざまな方々が松阪市の犬猫殺処分ゼロを目指して取り組んでいらっしゃいます。多くのボランティアの皆

さんもその方々でございます。私の知るあるボランティア団体では、毎週７匹から８匹の犬猫を殺処分から救っ

ておられます。医療費等も含めて、毎月多額の資金が必要となってまいりまして、１匹でも多くの命を救うため

の施策として、ボランティア団体向けの返還手数料の値下げというのを御検討いただけないでしょうか。もちろ

ん、県の施策なので、県や近隣の市町との話し合いも必要と思いますけれども、松阪市としてもその話し合いの

場を持っていただければいいと思います。 

 法改正によって前進する動物愛護施策ではございますが、殺処分ゼロを実現するためには、まだまだ課題がた

くさん残ってございます。飼い主の意識の向上、責任感を高めるさらなる広報、啓発活動を充実させ、人間にも

動物にも優しい共生社会を目指し、今後とも取り組んでいただくことを確認して、質問を終わらせていただきま

す。 

 時間４分余りましたけれども、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

     〔３番 松岡恒雄君降壇〕 

 

○議長（中島清晴君） 以上で一般質問を終わります。 


